
◇日　時：平成２２年７月１７日（土） 受付は各講演時間の３０分前から受け付けております。

◇講演会：午前の部（９０分）　　午後の部（９０分）

TEL

FAX

特　別　講　演　会

要・不要

要・不要

要・不要

氏　　　　　　　名 研修修了証

～お願い～
研修修了証をご希望される場合は、誤字防止のためご氏名を楷書でご記入お願い申し上げます。

会社名・団体名

※受講受付が確定次第、FAXでお知らせ致しますので、FAX番号は必ずご記入ください。

お申し込みは　ＦＡＸ：０８８－８３２－１５２５　までお願い致します。

◇会　場：ＮＯＣプラザ（新潟卸センター）１０１号室

　参　　加　　申　　込　　書　（席に限りがございます）

特別講演の参加（希望される講演に○をご記入ください。）

住　所

①床ずれ予防 ②福祉用具事業の方向性

受付
番号

開催時間・場所 テーマ・内容 講師

①

10：30～12：00

ＮＯＣプラザ
１０１号室

「福祉用具事業の質と今後の方向性」など
（９０分）

平成１９年から現在まで、厚生労働省「福祉用具における保険
給付のあり方に関する検討会」委員を務める。社団法人シル
バーサービス振興会「介護保険制度下におけるシルバーサー
ビスの振興ビジョンに関する検査研究事業」委員ほか多数。全
国福祉用具専門相談員協会理事として「福祉用具個別援助計
画書」、「ふくせんモニタリングシート」開発に携わっておられる
先生に今回、選ばれる福祉用具サービスや福祉用具における
個別援助計画の必要性など今後の福祉用具事業の方向性に
ついて講演して頂きます。

東畠　弘子氏

-プロフィール-
福祉ジャーナリスト

医療福祉経営学博士
社会福祉士

②

13：30～15：00

ＮＯＣプラザ
１０１号室

「床ずれ予防するためのケアについて」
（９０分）

自力で動くことが困難な要介護状態の方をベッド上で移動させ
ることや、車いすへの移乗などの動作介助は大変です。無理
なケアをすることで、圧をかけ、ずれをおこし、その結果、褥瘡
を発生させたり、介護者は腰痛を引き起こすこともあります。し
かしながら、在宅においては、一人でケアしなければいけない
ことが多いのも現状です。圧やずれを起こしてしまうのは、決
して本人が動けず、重いことだけが理由ではなく、実は、荷物
のように扱い力任せに持ち上げようとすることで圧やずれを起
こしていることも多く、ケアの方法から見直す必要があります。
 今回、褥瘡を予防するためのケアとして、圧とずれを排除する
動作介助の方法と、体圧を分散させる姿勢管理の方法を実技
を交え紹介。特別な技術ではなく、人の動きを考えそれにあわ
せた自然なケア方法をぜひ、実践していただきたいと思いま
す。

下元　佳子氏

-プロフィール-
生き活きサポートセンター

うぇるぱ高知代表


	福祉用具展示会（２）

